
平成１４年度地球温暖化防止活動大臣表彰受賞者

技術開発・製品化部門

件 数 区分 自治体 企 業 民間団体等
申 請 者 数 ７ 自薦 １ ３ ２

他薦 １
受 賞 者 数 １ 自薦 １

他薦

受 賞 者 功 績

全国友の会 省エネのため、途中まで火にかけた料
理に綿入れ帽子をかぶせて保温調理を
行う鍋帽子を開発。レシピなど料理の
工夫とあわせ、全国各地で講習会を開
催するなど、地域への普及を積極的に
行い、家庭からの温暖化防止活動を推
進。



対策技術普及・導入部門

件 数 区分 自治体 企 業 民間団体等
申 請 者 数 １６ 自薦 ５ １

他薦 ６ ４
受 賞 者 数 ５ 自薦

他薦 ２ ３

受 賞 者 功 績

八ヶ岳環境対策協議会 山小屋から排出されるし尿・生活排水
と未処理のまま地下浸透させている現
状をあらため、環境に配慮した合併処
理浄化槽を設置。その稼働電力には、
太陽光・水力・風力など環境にやさし
い自然エネルギーを積極的に利用。

札幌市水産物卸売協同 市場の構内運搬車（約８００台）を二
組合 酸化炭素排出量の少ない天然ガス自動

車へ段階的に変更。燃料供給施設の整
札幌青果卸売協同組合 備等により、周辺地域の天然ガス自動

車の導入を促進させ、温暖化防止に貢
献。

東北エプソン株式会社 永年にわたり省エネ、ゼロエミなど環
境保全活動に取り組み、特に地球温暖
化防止活動としては、コジェネレーシ
ョンシステム導入、新工場建設時の省
エネ対策、生産機器エアー漏れ対策な
ど、社員全員参加による積極的な活動
を推進。

佐川急便株式会社 天然ガス自動車の大量導入と、導入を
支える自家用ＣＮＧスタンドなどのイ
ンフラ整備を推進。また、輸送の効率
化として、長距離幹線輸送を鉄道や船
舶に転換するモーダルシフト化を積極
的に推進。

株式会社石井和紘建築 建築から地球温暖化防止への提案の具
研究所 現化として現地産の丸太20種主体の総

２合福祉会館を建設。約500㌧のＣＯ
を固定。同面積のＲＣ構造建築物に比
べ、１年間で約１千万円の電気料を節
約、上空より建築がＣＯ と読める。２



対策活動実践部門

件数 区分 自治体 企業 民間団体等
申 請 者 数 ２４ 自薦 ４ ２

他薦 ３ １５
受 賞 者 数 ５ 自薦

他薦 １ ４

受 賞 者 功 績

長井市立豊田小学校 「地球に優しいまちづくりを学校から
考える」をスローガンに、身近な省エ
ネを中心とした環境保全活動の実践と
啓発を積極的に行い、家庭・地域に根
付いた取組を推進。

特定非営利活動法人 オリジナルの環境家計簿「暮らしのダ
家庭の環境管理・監査 イエットノート」に、協会が認定する
人協会 監査人の客観的な評価と助言を取り入

れ、市民が継続的に参加できる温暖化
防止の取組を積極的に実践。

代沢地区エコライフ実 地球温暖化防止に対する地域からの行
践活動推進委員会 動として、代沢地区の住民が委員会を

組織。地区の住民全世帯を対象に、セ
ミナー開催等による普及啓発活動やエ
コライフ実践活動を積極的に推進し世
田谷区全域の環境活動の礎となる。

京のアジェンダ２１ 市民・事業者・行政の協働で策定した
フォーラム 「京のアジェンダ21」を推進するた

め、多様な主体の参画のもと、企業活
動、環境にやさしい交通体系など、テ
ーマ別ワーキンググループを設けて協
議、社会実験等を実施。地域ぐるみで
の積極的な温暖化防止対策を推進。

宝酒造株式会社 永年、自社製品のリサイクル等に取り
組んでいるが、特に、平成１０年から

導入した「緑字決算」は、第三者の意
りょくじ

見を求めたり、インターネットにより
社会の意見を反映させるなど、全国的
に高い評価を受けており、環境会計作
成の手本となっている。



環境教育部門

件数 区分 自治体 企業 民間団体等
申 請 者 数 １２ 自薦 ３ ３

他薦 １ ５
受 賞 者 数 ３ 自薦

他薦 １ ２

受 賞 者 功 績

株式会社エコトラッ 天然ガス自動車のみを採用した運送会社
ク を設立して運送事業を営む傍ら、子供た

ちを対象とした天然ガス自動車の出張見
学会を開催し、地球温暖化防止に向けた
環境啓発にも積極的に取り組んでいる。

栃木県立宇都宮工業 環境に優しい工業技術者（グリーンエン
高等学校 ジニア）の育成を目指し、全国の学校に

先駆けISO14001を取得。学校全員が積極
的に参加できる実践プログラムを確実に
実行しているほか、実践活動を通じた地
域交流にも積極的に取り組んでいる。

和歌山県高等学校教 工業科を有する県立高校の教員と生徒で
育研究会工業部会 構成され、永年にわたり省エネ、クリー
EV ENJOY TRIAL実行 ンエネルギーの有効利用に積極的に取り
委員会 組んでいる。さらに、全国電気自動車競

技会を主催し、エネルギーの有効利用に
つながるモノ作りの奨励、技術の向上及
び地域での環境啓発・交流などを図る。



学術部門

件数 区分 自治体 企業 民間団体等
申 請 者 数 ３ 自薦

他薦 ３
受 賞 者 数 １ 自薦

他薦 １

受 賞 者 功 績

中澤 高清（東北大 大気中の二酸化炭素濃度を世界の最高水
学大学院理学研究科 準の精度で分析できる装置を開発し、70
大気海洋変動観測研 年代から観測を開始。その後、他の温室
究センター） 効果ガスや二酸化炭素の安定同位対比の

観測を次々と立ち上げ、幅広い温室効果
ガスの観測態勢を構築。

国際貢献部門

件数 区分 自治体 企業 民間団体等
申 請 者 数 ３ 自薦 １

他薦 ２
受 賞 者 数 ０ 自薦

他薦

受 賞 者 功 績

該当者なし


